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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期
第２四半期
連結累計期間

第52期
第２四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2020年４月１日
至2020年９月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 4,539,007 4,967,815 9,229,857

経常利益 （千円） 671,087 1,079,339 1,326,594

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 579,724 884,906 1,266,980

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 593,550 864,582 1,265,382

純資産額 （千円） 7,782,649 9,318,909 8,454,327

総資産額 （千円） 10,324,175 11,655,447 11,478,337

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 112.12 171.14 245.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 75.4 80.0 73.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 836,658 164,754 2,121,111

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △119,213 △113,911 △298,953

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △294,874 △202,362 △528,228

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,628,224 3,328,329 3,500,707

 

回次
第51期
第２四半期
連結会計期間

第52期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2019年７月１日
至2019年９月30日

自2020年７月１日
至2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 48.47 115.29

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症に関するリスクについては、当該感染症が収束していないことから、前事業年度

の有価証券報告書の「第一部　企業情報　第２　事業の状況　２　事業等のリスク」の項目番号（15）に記載したと

おり、引き続き従業員の安全と健康を守る措置を講じつつ事業を継続して、医療現場に必要な試薬の安定供給に努め

ていきます。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）のわが国経済は、新型コロナウイル

ス感染症（COVID-19）拡大により大きなダメージを受け、政府や地方自治体の巨額な財政支出による下支えや、

COVID-19の制圧に向けたコントロールと経済活動の両立により、回復に向かって歩みを進めています。その一方

で、ニュー・ノーマルによる社会活動・行動に変化や制約があることに加え、諸外国との移動制限長期化の影

響、並びに海外では主要国経済が回復の途上にあるものの世界的にはCOVID-19の拡大や再燃懸念が燻るなど、依

然として先行きの厳しい状況が続いております。

 

新型コロナウイルス感染症の当社業績への影響について

1）当社の状況

　緊急事態宣言が発出された４、５月は、外出自粛要請に伴う当社の臨床検査薬および基礎研究用試薬の需要が

停滞しました。社会活動が再開された６月以降は臨床検査薬を中心に需要が回復基調にはありますが、検査需要

が一時停滞した影響は残っております。その一方で、中国のパートナー企業であるYHLO社から導入し、国内で販

売しております新型コロナウイルスに結合する血液中の抗体を測定する試薬2種類と、その試薬の専用測定機器

「iFlash3000」が、落ち込んだ売上の一部を補い、業績の下支えをしました。

　当社は、コロナ禍にあっても医療の一翼を担う企業として安定した製品供給体制を維持しております。また、

オフィス業務につきましては在宅勤務率7割の水準を維持し、企業活動に制約がある中で臨床検査薬の許認可取

得を進めるとともに、研究開発や受託事業につきましても概ね計画通りに進捗しております。

2）中国子会社の状況

　中国子会社２社の当累計期間（2020年１月から６月）の状況は、北京市の販売子会社のMBLBにおいては、引き

続き現地診断薬メーカーの旺盛な需要により主力の企業向けマテリアルの売上高が堅調に推移しました。一方

で、浙江省杭州市の製造子会社であるMBLHは、顧客における診断薬原料の需要低下による影響が続いておりま

す。

 

以上から、当第２四半期連結累計期間の売上高49億67百万円（前年同四半期比9.4％増）、営業利益10億92百

万円（前年同四半期比42.0％増）、経常利益10億79百万円（前年同四半期比60.8％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益8億84百万円（前年同四半期比52.6％増）となりました。

当社事業の柱である臨床検査薬事業において、国内市場では、COVID-19の影響を受けつつも、新型コロナウイ

ルスに関連する機器・試薬の販売による売上高減少の一部を補って下支えをしました。また、2019年度より開始

したコンパニオン診断薬の受託開発サービスの成果として、予定どおりに希少性疾患のコンパニオン診断薬が保

険適用となったことに伴い、当該診断薬の開発に係る売上を計上することができました。また、中国市場では、

現地診断薬メーカー向けのマテリアル販売が引き続き好調を維持しております。このような活動実績が増収の主

な要因です。このような増収要因に加えて、コロナ禍で活動経費が期初の想定よりも減少していることから、結

果として当第２四半期連結累計期間における各利益は大幅に増加しております。

新型コロナウイルスのパンデミックは収束の見通しが立っておりませんが、医療の一翼を担う企業グループと

して臨床検査薬を市場に安定供給するとともに、コロナ禍にあっても従前どおり研究開発を積極的に実施して

人々の健康と医療の発展に貢献していきます。

 

セグメントの経営成績は次のとおりであります。

（ア）試薬事業

臨床検査薬事業では、競合等により厳しい市場環境が続いております。

主力の免疫・血清学検査試薬は、国内市場においては、COVID-19による影響は残るものの、中国のYHLO社から

導入した機器・試薬の売上計上に加え、８月に保険収載された、ノバルティス ファーマ株式会社が製造販売承

認を取得した脊髄性筋萎縮症の遺伝子治療用製品「ゾルゲンスマ®点滴静注」のコンパニオン診断薬「MEBCDXTM

AAV9 テスト」の開発に係る売上を計上しました。中国市場においては、企業向けマテリアルの売上高が伸長し

ております。
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遺伝子検査試薬は、患者さんの病院の受診は回復傾向にあるものの、引き続きCOVID-19による影響が残ってお

ります。

既存ビジネスにおいてはCOVID-19の影響が残るものの、導入品やコンパニオン診断薬開発による売上計上によ

り、臨床検査薬事業全体の売上高は前年同四半期を上回りました。

LSTR事業では、アカデミアや研究機関への売上は回復傾向にあるものの、COVID-19による影響が残っているこ

とから、LSTR事業全体の売上高は前年同四半期を下回りました。

これらの結果、試薬事業全体の当第２四半期連結累計期間の売上高は49億40百万円（前年同四半期比9.5％

増）となり、セグメント利益は10億82百万円（前年同四半期比41.2％増）となりました。

 

（イ）投資事業

投資事業においては、ファンドの管理収入により、当第２四半期連結累計期間の売上高は27百万円（前年同四

半期増減なし）、セグメント利益は10百万円（前年同四半期比238.4％増）となりました。

 

販売実績

セグメントの名称
前第２四半期連結累計期間

金額（千円）
当第２四半期連結累計期間

金額（千円）
前年同四半期比
（％）

１．試薬事業    

（１）臨床検査薬事業（合計） （3,966,362） （4,419,888） （11.4）

１）免疫・血清学検査試薬（小計） （2,915,820） （3,437,313） （17.9）

①自己免疫疾患検査試薬 1,306,685 1,160,896 △11.2

②がん関連検査試薬 373,919 394,571 5.5

③企業向けマテリアル 820,520 1,035,360 26.2

④その他免疫・血清学検査試薬 414,695 846,485 104.1

２）遺伝子検査試薬（小計） （1,050,541） （982,574） （△6.5）

①がん関連検査試薬 699,020 639,945 △8.5

②感染症検査試薬 118,967 104,883 △11.8

③その他遺伝子検査試薬 232,553 237,745 2.2

（２）LSTR事業（合計） （545,645） （520,926） （△4.5）

１）基礎研究用試薬（小計） （457,830） （441,820） （△3.5）

①抗体・ツール 323,709 320,541 △1.0

②蛍光タンパク関連試薬 39,322 38,124 △3.0

③その他基礎研究用試薬 94,798 83,154 △12.3

２）テトラマー試薬（小計） （87,814） （79,106） （△9.9）

①MHCテトラマー 70,949 66,922 △5.7

②その他 16,864 12,184 △27.8

試薬事業計 4,512,007 4,940,815 9.5

２．投資事業    

バイオ関連企業への投資事業 27,000 27,000 －

投資事業計 27,000 27,000 －

報告セグメント計 4,539,007 4,967,815 9.4
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②財政状態の状況

（ア）資産

当第２四半期連結会計期間末における総資産は116億55百万円となり、前連結会計年度末に比較して1億77百

万円増加しました。

 

・流動資産：当第２四半期連結会計期間末で80億92百万円となり、前連結会計年度末より2億70百万円増加し

ました。

これは主に、受取手形及び売掛金が2億95百万円、商品及び製品が１億17百万円増加した一方で、現金及び

預金が1億72百万円減少したためです。

 

・固定資産：当第２四半期連結会計期間末で35億62百万円となり、前連結会計年度末より93百万円減少しまし

た。

１）有形固定資産は21億59百万円と、前連結会計年度末より47百万円増加しました。

これは主に、その他に含まれる工具器具備品が62百万円増加したためです。

２）無形固定資産は2億56百万円となり、主に償却に伴い前連結会計年度末より31百万円減少しました。

３）投資その他の資産は11億46百万円となり、前連結会計年度末より1億8百万円減少しました。

これは主に、関係会社長期貸付金が78百万円減少したためです。

 

 

（イ）負債

当第２四半期連結会計期間末における負債の額は23億36百万円となり、前連結会計年度末に比較して6億87

百万円減少しました。

 

・流動負債：当第２四半期連結会計期間末で20億75百万円となり、前連結会計年度末より5億78百万円減少し

ました。

これは主に、その他に含まれる前受金が2億74百万円、未払金が2億67百万円減少したためです。

 

・固定負債：当第２四半期連結会計期間末で2億61百万円となり、前連結会計年度末より1億8百万円減少しま

した。

これは主に、長期借入金が1億9百万円減少したためです。

 

（ウ）純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産の額は93億18百万円となり、前連結会計年度末に比較して8億

64百万円増加しました。

 

自己資本比率は80.0％（前連結会計年度末は73.7％）となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、33億28百万円（前

連結会計年度末は35億円）となり、前連結会計年度末と比較し1億72百万円減少いたしました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、1億64百万円の資金の増加（前年同四半期は8億36百万円の資金の増加）

となりました。主な資金の増加要因は、税金等調整前四半期純利益が10億65百万円、減価償却費及びその他の償却

費が2億14百万円であります。主な資金の減少要因は、売上債権の増加額が2億99百万円、前受金の減少額が2億74

百万円、未払金の減少額が2億6百万円およびたな卸資産の増加額が１億43百万円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、1億13百万円の資金の減少（前年同四半期は1億19百万円の資金の減

少）となりました。主な資金の減少要因は、有形固定資産の取得による支出が1億49百万円であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、2億2百万円の資金の減少（前年同四半期は2億94百万円の資金の減少）

となりました。主な資金の減少要因は、長期借入金の返済による支出が1億86百万円であります。

 

（３）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

（５）財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当第２四半期連結累計期間において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する方針につ

いて重要な変更はありません。

 

（６）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、5億31百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,211,800 5,211,800

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,211,800 5,211,800 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
― 5,211,800 ― 4,482,936 ― 4,198,269
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

ＪＳＲ株式会社 東京都港区東新橋１丁目９－２ 2,627 50.82

数　納　幸　子 名古屋市東区 119 2.32

江　本　　晋 東京都墨田区 63 1.22

CREDIT SUISSE AG, DUBLIN

BRANCH PRIME CLIENT ASSET

EQUITY ACOUNT

常任代理人

クレディ・スイス証券株式会社

 

KILMORE HOUSE, PARKLANE, SPENCER DOCK.

DUBLIN IRELAND DUBLIN1

 

常任代理人

東京都港区六本木１丁目６番１号　泉ガー

デンタワー

56 1.08

大　下　　悟 名古屋市千種区 52 1.01

木　下　圭一郎 東京都千代田区 48 0.94

西　田　克　彦 愛知県尾張旭市 45 0.87

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川１丁目１４番１号 45 0.87

BNYM GCM CLIENT ACCTS JPRD

AC ISG (FE-AC)

常任代理人

株式会社三菱ＵＦＪ銀行

 

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET

LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM

常任代理人

東京都千代田区丸の内２丁目７－１　決済

事業部

40 0.79

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 40 0.78

計 ― 3,138 60.70

（注）　上記のほか、自己株式が41千株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 41,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,163,900 51,639 －

単元未満株式 普通株式 6,900 － －

発行済株式総数  5,211,800 － －

総株主の議決権  － 51,639 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数2個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社医学生物学研究所
名古屋市中区栄四丁

目５番３号
41,000 － 41,000 0.79

計 － 41,000 － 41,000 0.79

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,510,721 3,338,344

受取手形及び売掛金 2,110,617 2,406,222

商品及び製品 766,242 884,063

仕掛品 707,724 714,067

原材料及び貯蔵品 639,328 638,852

その他 89,442 112,972

貸倒引当金 △1,959 △1,845

流動資産合計 7,822,118 8,092,676

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,498,179 1,451,300

機械装置及び運搬具（純額） 18,534 15,525

土地 76,909 76,909

リース資産（純額） 1,905 32,169

建設仮勘定 1,165 5,487

その他（純額） 515,582 577,942

有形固定資産合計 2,112,276 2,159,335

無形固定資産   

その他 288,786 256,938

無形固定資産合計 288,786 256,938

投資その他の資産   

投資有価証券 31,735 32,179

長期貸付金 56,604 55,214

関係会社長期貸付金 580,862 502,267

長期前払費用 63,883 51,819

繰延税金資産 262,949 255,197

その他 312,549 302,277

貸倒引当金 △53,428 △52,459

投資その他の資産合計 1,255,155 1,146,497

固定資産合計 3,656,219 3,562,771

資産合計 11,478,337 11,655,447
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 526,863 457,998

短期借入金 651,417 574,912

未払法人税等 151,620 206,054

未払金 604,551 337,017

その他 719,270 499,124

流動負債合計 2,653,723 2,075,106

固定負債   

長期借入金 310,340 200,384

その他 59,946 61,047

固定負債合計 370,286 261,431

負債合計 3,024,009 2,336,537

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,482,936 4,482,936

資本剰余金 4,198,605 4,198,605

利益剰余金 △170,098 714,807

自己株式 △44,090 △44,090

株主資本合計 8,467,351 9,352,257

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △13,023 △33,347

その他の包括利益累計額合計 △13,023 △33,347

純資産合計 8,454,327 9,318,909

負債純資産合計 11,478,337 11,655,447
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 4,539,007 4,967,815

売上原価 1,896,115 1,866,042

売上総利益 2,642,892 3,101,772

販売費及び一般管理費 ※ 1,873,090 ※ 2,008,837

営業利益 769,801 1,092,934

営業外収益   

受取利息 9,175 8,110

保険解約返戻金 8,081 －

補助金収入 － 4,760

その他 8,437 4,408

営業外収益合計 25,695 17,279

営業外費用   

支払利息 4,625 3,613

持分法による投資損失 94,287 2,185

為替差損 24,650 22,486

その他 846 2,589

営業外費用合計 124,409 30,875

経常利益 671,087 1,079,339

特別利益   

固定資産売却益 99 40

補助金収入 4,413 －

特別利益合計 4,512 40

特別損失   

固定資産売却損 － 23

固定資産除却損 9,165 2,861

関係会社整理損 － 11,386

特別損失合計 9,165 14,271

税金等調整前四半期純利益 666,434 1,065,107

法人税、住民税及び事業税 86,709 172,450

法人税等調整額 － 7,751

法人税等合計 86,709 180,201

四半期純利益 579,724 884,906

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 579,724 884,906
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 579,724 884,906

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △15,238 △19,440

持分法適用会社に対する持分相当額 29,064 △883

その他の包括利益合計 13,825 △20,324

四半期包括利益 593,550 864,582

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 593,550 864,582

非支配株主に係る四半期包括利益 0 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 666,434 1,065,107

減価償却費及びその他の償却費 197,311 214,715

のれん償却額 156 －

固定資産除売却損益（△は益） 9,065 2,845

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,423 △1,081

受取利息及び受取配当金 △9,175 △8,110

支払利息 4,625 3,613

為替差損益（△は益） 19,370 23,368

持分法による投資損益（△は益） 94,287 2,185

売上債権の増減額（△は増加） 102,516 △299,475

たな卸資産の増減額（△は増加） △88,834 △143,033

仕入債務の増減額（△は減少） △126,473 △62,327

未払金の増減額（△は減少） 114,256 △206,872

前受金の増減額（△は減少） 15,442 △274,259

その他 △97,813 △37,966

小計 899,747 278,708

利息及び配当金の受取額 9,214 8,142

利息の支払額 △4,614 △3,714

法人税等の支払額 △67,690 △118,382

営業活動によるキャッシュ・フロー 836,658 164,754

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △10,013 △10,014

定期預金の払戻による収入 10,013 10,014

有形固定資産の取得による支出 △94,094 △149,128

有形固定資産の売却による収入 16,991 777

無形固定資産の取得による支出 △18,702 △37,344

貸付金の回収による収入 34,318 65,699

投資その他の資産の増減額（△は増加） △57,726 6,084

投資活動によるキャッシュ・フロー △119,213 △113,911

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △283,334 △186,461

自己株式の取得による支出 △76 －

リース債務の返済による支出 △11,464 △15,901

財務活動によるキャッシュ・フロー △294,874 △202,362

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,953 △20,857

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 411,616 △172,377

現金及び現金同等物の期首残高 2,216,608 3,500,707

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,628,224 ※ 3,328,329
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【注記事項】

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
　　至　2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
　　至　2020年９月30日）

貸倒引当金繰入額 △1,008千円 △581千円

給与手当 586,885 622,648

研究開発費 389,614 531,987

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

現金及び預金勘定 2,638,238千円 3,338,344千円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △10,013 △10,014

現金及び現金同等物 2,628,224 3,328,329
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額

※ 試薬事業 投資事業

売上高      

(1) 外部顧客への売上高 4,512,007 27,000 4,539,007 － 4,539,007

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 4,512,007 27,000 4,539,007 － 4,539,007

セグメント利益 766,809 2,992 769,801 － 769,801

※　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額

※ 試薬事業 投資事業

売上高      

(1) 外部顧客への売上高 4,940,815 27,000 4,967,815 － 4,967,815

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 4,940,815 27,000 4,967,815 － 4,967,815

セグメント利益 1,082,806 10,128 1,092,934 － 1,092,934

※　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

１株当たり四半期純利益 112円12銭 171円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
579,724 884,906

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
579,724 884,906

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,170 5,170

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

（ＪＳＲ株式会社による当社株式に対する公開買付けについて）

当社は、2020年10月27日開催の取締役会において、当社の支配株主（親会社）であるＪＳＲ株式会社（以下「公開

買付者」）による当社の普通株式（以下「当社普通株式」）に対する公開買付け（以下「本公開買付け」）に関し

て、賛同の意見を表明するとともに、当社の株主の皆様に対しては、本公開買付けへの応募を推奨する旨の決議をい

たしました。

本公開買付けは、2020年10月28日から2020年12月10日まで実施されます。

本公開買付けにおいて、公開買付者は、買付予定数の下限を819,419株（所有割合：15.9％）と設定しており、本

公開買付けに応じて応募された株券等（以下「応募株券等」）の総数が買付予定数の下限に満たない場合は、応募株

券等の全部の買付け等を行いません。他方、公開買付者は当社普通株式の全てを取得することを企図しておりますの

で、買付予定数の上限は設けておりません。なお、買付予定数の下限は、本公開買付けが成立した場合に公開買付者

が所有する当社の議決権数（5,211,800株）から、当社が所有する自己株式（41,059株）を控除した株式総数

（5,170,741株）に係る議決権数の総数である51,707個の３分の２に相当する株式数となるよう設定したものであり

ます。

買付予定数の下限を設定したのは、本公開買付けにおいては、当社を公開買付者の完全子会社とすることを目的と

しているところ、公開買付者が2020年10月27日付で公表している「株式会社医学生物学研究所株式（証券コード

4557）に対する公開買付けの開始に関するお知らせ」の「１（4）本公開買付け後の組織再編等の方針（いわゆる二

段階買収に関する事項）」に記載されている株式併合の手続を実施する際には、会社法（平成17年法律第86号。その

後の改正を含みます。）309条第２項に規定する株主総会における特別決議が要件とされることから、本取引の実施

を着実に遂行すべく、本公開買付け後に公開買付者が当社の総株主の総議決権数の３分の２以上を所有することとな

るようにするためです。

公開買付者は、当社を公開買付者の完全子会社とすることを目的としているため、本公開買付けにおいて当社普通

株式の全てを取得できなかった場合には、公開買付者が2020年10月27日付で公表している「株式会社医学生物学研究

所株式（証券コード4557）に対する公開買付けの開始に関するお知らせ」の「１（4）本公開買付け後の組織再編等

の方針（いわゆる二段階買収に関する事項）」に記載されている当社の株主を公開買付者のみとするための一連の手

続を実施することにより、当社普通株式の全てを取得することを予定しております。

その結果、当社通株式は株式会社東京証券取引所の上場廃止基準に従い、所定の手続きを経て上場廃止となる予定

です。上場廃止後は、当社普通株式を東京証券取引所において取引することはできません。

なお、本公開買付けの詳細につきましては、当社が2020年10月29日に公表しております「（訂正）「ＪＳＲ株式会

社による当社株式に対する公開買付けに関する意見表明及び応募推奨のお知らせ」の一部訂正に関するお知らせ」を

ご参照ください。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月12日

株式会社医学生物学研究所

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

名古屋事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 鬼　頭　潤　子　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 膳　亀　　　聡　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社医学生

物学研究所の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から

2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社医学生物学研究所及び連結子会社の2020年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、2020年10月27日開催の取締役会において、ＪＳＲ株式会社による会

社の普通株式に対する公開買付けに関して、賛同の意見を表明するとともに、株主に対して、本公開買付けへの応募を推

奨する旨の決議をした。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

 

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査法人の責任は、監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

 

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

 

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

 

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

 

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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